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キャピラリーバリアとシートによる浸透水制御 
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１．目的  

我が国の一般廃棄物最終処分場および管理型最終処分場は，廃棄物が埋立てられた後に最終覆土が施され

る．最終覆土の重要な役割のひとつに浸透水の制御があり，浸透水を精度よく制御する手法としてキャピラリ

ーバリア 1)が挙げられる．一般的な最終覆土の浸透水に対してキャピラリーバリアの浸透水は低減されること

から水処理施設への負荷および環境汚染リスクの低減が可能と考えられるが，年間の一部の時期に浸透水が

集中する側面がある．この時期的な偏りを平準化できれば水処理施設への負荷をさらに低減できる．そこで，

浸透水の平準化を目的にキャピラリーバリアとシートを組合せた浸透水制御型の覆土（以降「CBC」と称す．）

を開発し，その性能について解析的に検討した． 

 

２．従来のキャピラリーバリアと CBC の概要 

キャピラリーバリアの概要を図 1 に示す．キャピラリーバリアとは，毛管力の働きによって形成される遮

水層のことである．砂層に降下した浸透水は，毛管力のよって砂層に保水され，境界の勾配に沿って側方に流

れる（以降，「側方排水」と称す．）．この側方排水を系外に排除することで浸透水を抑制できる．一方，毛管

力の限界を超えた浸透水は礫層に降下し浸透水となる． 

CBC の概要を図 2 に示す．CBC はキャピラリーバリアの礫層の下方に遮水シートなどの遮水層を設け，砂

層から礫層に降下した水を系外に排除し，キャピラリーバリアの側方排水を浸透させるものである． 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

３．解析方法 

キャピラリーバリアおよびCBCの水分収支を国内の過去気象

情報（気象観測所 A，年間降水量 3238ｍｍ）を用いて飽和不飽

和浸透流解析を実施し，年間浸透率 10％程度のキャピラリーバ

リアと CBC の浸透水量の状況について比較検証した． 

なお，過去の国内のキャピラリーバリアの設計では年間浸透

率 5%以下および 10%以下が採用されている． 

解析は有限要素法飽和不飽和浸透流解析(解析ソフト：unsuf2)） 
図 3 構造モデルの概要 
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を用い，地盤材料の物性値は既往のデータ 3)を用いた． 

構造モデルの概要を図 3 に示し，解析ケースを表 1 に

示す. 

 

４．解析結果 

解析結果(年間浸透率)を表 2 に示す． 

キャピラリーバリアは覆土長が長くなるほど浸透率が

高くなり，覆土長 8.0m で浸透率が 10%になっている． 

CBC は覆土長が長くなるほど浸透率が低くなり，覆土

長 40m で年間浸透率が 10%になっている． 

年間浸透率 10%程度のケースにおける日浸透水の経時

的変化を図 4 および図 5 に示す．キャピラリーバリアの

ピークが 20mm/d 程度に対して，CBC のピークは 2.5mm/d

程度となっている． 

月別浸透水量を図 6 に示す．キャピラリーバリアは 1

月，2 月，3 月，11 月，12 月に浸透水がほとんど発生して

いない．4 月および 9 月の浸透水量は 60mm および 110mm

を超えている．CBC の浸透水量は 11 月に若干少ないもの

のほとんどの月で平均値に近い値を示している． 

以上のことから，CBC は少量の浸透水を恒常的に発生

させることができ，浸透水の平準化が図れるものと考えら

れる． 

 

５．まとめ 

浸透水の平準化を目的にキャピラリーバリアとシート

を組合せた浸透水制御型の覆土（以降「CBC」と称す．）の

性能について解析的に検討した．その結果，CBC の浸透水

は年間を通して少量の浸透水が発生し，浸透水量の時期的

な平準化が可能なことがわかった． 
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図 4 キャピラリーバリアの日浸透水量 

種別 覆土長L(m) 勾配i(%)

CB覆⼟ 5 5

CB覆⼟ 8 5

CB覆⼟ 10 5

CBC 20 2

CBC 30 2

CBC 40 2

表 1 解析ケース 

覆土長L
(m)

勾配I
(%)

キャピラリーバリア 5 5 3

キャピラリーバリア 8 5 10

キャピラリーバリア 10 5 14

CBC 20 2 18

CBC 30 2 13

CBC 40 2 10

種別
年間

浸透率＊

（%）

＊年間降水量（3238㎜）に対する百分率

覆土構造

表 2 解析結果 

図 5 CBC の日浸透水量 

図 6 月別浸透水量 
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